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【２０２０年】
・スマートシティに関する学識経験者や実践的知識を持つ有識者会議を実施
・国内外の先進動向やデータ保有主体、事業の推進体制、各種ルールのあり方についての
提言をいただく意見交換会を５回開催。
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神戸市におけるスマートシティの取り組み経緯

【２０２２年３月】
・ＫＯＢＥスマートシティ推進コンソーシアム設置
市民・企業・行政・研究機関など様々な方々が参加し、
市民が安心してデータを提供できる体制を整え、
共創の場を通じて合意形成を図り、本市スマートシティにかかる様々なプロジェクトを推進
（２０２２年１０月１日現在で正会員：６４団体、特別会員：１５団体）

・スマートこうべ及びデータ連携基盤の運用を開始
スマートシティのポータルサイトである「スマートこうべ」を開設。
同時にデータ連携基盤も運用を開始。



・地域課題の解決につながること

・様々な主体がデジタルで繋がり市民・企業・行政の共創による
まちづくりであること

・住民のためのサービスであること

・プライバシー等に配慮した安心・安全に使えるサービスであること

・持続可能であること

3

市民・事業者・行政等の多様な主体による、様々な地域・テーマに関する、新しい技術と
データを活用した、共創のまちづくりを目指す

神戸市が取組を進めるにあたって意識する主なポイントは以下のとおり

目指す方向性
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KOBEスマートシティ推進コンソーシアムの取り組み

プロジェクト

組成

デザイン
シンキング

市民の

要望

企業の

シーズ

サービス

実装

プロジェクトの分野

ヘルスケア 健康

防災・見守り 交通・物流

市民価値創造

会員企業の強みを活かしたサービスや会
員間のシナジーにより、新たなデジタル
サービス、ビジネスモデルの構築を目指す

現在の会員企業数
正会員：64社(神戸市含む)
特別会員：15団体
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高度な市民サービス
の創出・実装

技術実証

最先端技術

IoTデバイス

AI

センシング

ドローン

データ

位置データ

生体データ

センサーデータ

画像データ

etc. etc.

データ
利活用

海フィールド

神戸市
の
支援

先進的な技術やデータを有する事業者からの提案を「Be Smart KOBE」として募集

取組例① Be Smart KOBE
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取組例② NTTドコモとの連携



便利ポイント２

役立つ情報をまとめ
て確認できる！

あなたにぴったり
の情報が届く！

登録・ログイン後登録・ログイン前

ソーシャル
ログイン

便利ポイント１ 便利ポイント３

便利なマイサービス
機能が使える！

登録・ログインするともっと便利
に
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取組例③ スマートシティポータルサイト：スマートこうべ




